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   Clinical and statistical observations were made on 15 cases of squamous cell carcinoma 

of the bladder experienced at our department during the past 19 years. 
   The patients were 10 men and 5 women ranging in age from 41 to 80 years (median: 

 65.1 years). Forty percent of the chief complaints was bladder irritability without macrohe-

maturia. The prognosis was very poor. Three-year and five-year survival rates were 32.3% 
and  26.1% respectively. 
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緒 言

膀胱腫瘍は周知の ごとくほとんど移行上皮癌であ

り,第2位 といわれる膀胱扁平上皮癌は5～10%1"'5)

といわれている.ま た膀胱扁平上皮癌は臨床経験や内

外の報告からもわかるように,移 行上皮癌に比べまっ

たく違った性格をもち一般に予後は不良である.今 回

われわれは,1964～1982年 までの19年 間に経験した15

例 の膀胱扁平上皮癌について臨床統計的検討をおこな

った.

1)対 象(Tablel)

1964～1982年 まで徳島大学医学部泌尿器科にて入院

加療をおこなった膀胱扁平上皮癌患者15名 で,こ れは

この期間中の膀胱腫瘍患者の6.8%で あ った.年 齢は

41～80歳 で平均年齢65.1±9.6歳 で60歳 代 が6例

(40%)と 多 く,つ づいて70歳 代4例(26.7%)で

あった.性 別は男子10例,女 子5例 で2:1と 男子に

多 か った.

2)初 発 症 状(Table2)

初 発 症状 と して膀 胱 腫 瘍 の特 徴 と され る無症 候 性血

尿 は7例 で,頻 尿,排 尿 痛,残 尿 感 等 の膀 胱 刺 激 症 状

を主 訴 とす る も のが6例 とほ ぼ 同 数 で あ った.ま た表

在性 膀 胱 腫 瘍(移 行 上 皮 癌,GradeI)でfo110w

upし て いた 患 者1名 が定 期 的膀 胱 鏡 施 行 時,生 検 の

結果,扁 平 上皮 癌 と判 明 した,

3)腫 瘍 の発 生 部 位,大 き さ

発 生 部 位 は側 壁8例(53.3%)と も っ と も多 く,膀

胱 全 体 が4例(26.7%)も あ った.大 きさ は柵 指 頭 大

以下 はわ ず か4例(26.7%)で,そ の ほ か はす べ て く

るみ 大 以上 で あ った.

4)腫 瘍 のGradeとStage(Tabｌe3)

GradeをDifferentiationに よ りWell,Moder-

ately,Poorlyの3群 に 分 け る とWe114例sMod-

erately6例,Poorly5例 で あ り,StageはStage
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Table1.Agedistribution

年 令 分 布

年齢
一症
MF

40-49

50-59

60-69

70-79

80-89

10

03

51

31

10

例 数

「「otaI〔 亀}

1〔6.7⊃

3〔20.0}

6〔40.0⊃

4〔26.7)

1〔6.7⊃

Table2.Presentingsymptoms

初 発 症 状

無 症 候 性 血 尿7〔46.7鴇

膀 胱 症 状 を伴 う血 尿1〔6.7制

頻尿,排 尿痛.残 尿感6`40.09e)

定期検 診 〔Followup〕1{6.790)

Table3. Correlationbetweengradeandstage

CradeとStageの 関 係

grad書tageABIB・CD・ ・…

Well

Moderately

Poorly

1111

1221

212

Table5.Survivalrate

膀 胱 扁 平 上 皮 癌 患 者 の5年 生 存 率

観察期間 実 測 期 待 相 対
(年)生 存率 生存率 生存率

SE

4

6

5

Total 2544 15

0-1

1-2

2-3

3一 曙

4-5

0。58620.9708

0。43970●9404

0・29310●9088

0.29310.8760

0.21980。8421

0.60390.1310

0.4675091363

0.32250置1293

0●33460●13曙2

0●26110。1270

Table4. Treatmentmodality

治 療 法

膀 胱 全 摘 術
嚢塊

全摘+化+放

膀胱部分切除術

部 切+化

尿 路 変 更 の み

尿 路 変 更 十 化

5

2

2

1

4

1

計 15

化:化 学 療 法
放塾 放射練療法

B12例,B25例,C4例,D4例 とB2以 上 が

13/15(86.7%)と ほ とん どが進 行例 で あ った .ま た,

GradeとStageの 相 関 関 係 は 認 め られ なか った.

5)治 療 法(Table4)

膀 胱 全 摘 が7例 と 一 番 多 く部 分 切 除 は3例 で あ り

TURは1例 もな く尿 路 変 更 の み の姑 息 的 手 術 に 終 っ

た もの が5例 を しめ た.い ずれ もStageの す す ん だ

症 例 が 多 か った ため と思 わ れ る.

6)生 存 率(Table5)

栗 原 ら6)の 方 法 に 従 い 相対 生存 率 を求 め た.15例 中

生 存 例 は4例 のみ で生 存 例 の 内 訳 はStageB2,Poor-

1yで12年,StageB1,moderatelyで11年,Stage

C・Poorlyで6年,StagcC,moderatelyで1年 で

あ った.全 体 と して1年 生 存 率60.4%,3年 生 存 率

32.3%,5年 生 存 率26.1%で あ った.

考 察

膀胱扁平上皮癌の発生原因は住血吸虫に よるものを

除 くとはっきり分っておらず慢性尿路感染との関係の

報告もあるが,こ れも主原因とはいえない.い っぼ う,

発見時進行例が多 く予後の悪さとあいまって治療に苦

慮する.

今回,わ れわれの15症 例では男女比が21に なっ

ており,当 教室の移行上皮癌の5・6=1に 比ぺ 女性が

多 くなっている.本 邦では2=14),1:15),外 国

では3=27),5:48》 と報告されてお り移行上皮癌

と異なり女性患者が多 くなっている.

初発症状としては無症候性血尿7例 に対 し頻尿,排

尿痛,残 尿感などの膀胱刺激症状が6例 もあ り,こ れ

は他の報告4・5)と一致しており,膀 胱扁平上皮癌の一

特徴といえる.す なわち吉田9)も のべて いるごとく

Stageが すすむにつれ膀胱刺激症状が強 くなるためと

思れる,

腫瘍の大きさに関 しては一般に発見時すでに くるみ

大以上のものが多く,わ れわれも72.3%が くるみ大以

上であった.部 位に関しては腫瘍が大きいため正確な

発生部位は決定 しがたいものが多いが,里 見 ら4)は頂

部,前壁に多かったとのべているが田代ら5),Newman

ら12)と同様,自 験例は側壁,三 角部に多かった.腫

瘍の形態は例外なく非乳頭状,広 基性 で しば しぱ壊

死,白 苔をともなっていた・すなわちこの形態が無症
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候性血尿の頻度をさげ発見を遅らせる一因である.

GradeとStageに 関 しては里見 ら4)は関係な く,

治療にあた りlowgradeで も注意を要するとのべて

いる.自 験例もGrade,Stageは 関係なく,Stage

B2以 上が86.7%を しめした.吉 田3)は 膀胱腫瘍発見

時,移 行上皮癌ではB2以 上が23%で あ るのに対し扁

平上皮癌では14例 中12例(86%)がB2以 上であっ

たとのべている.こ のことは予後不良の第一原因であ

ると考えられる.

治療法はいうまでもなく膀胱全摘が主たる治療法で

ある.Richieら10》 はRadicalcystectomy+Lym-

phadenectomyを33例 に施行 しStageA,B1100

%,StageB267%,StageC33%,StageD20

%の5年 生存率を得てお り,早 期の積極的広汎な外科

治療を すすめて いる.Radiationに 関 しJohnson

ら8)はStageB2症 例に膀胱全摘と併用 し5年 生存

率34%と 報告 しその有用性をのべている.ま た本邦で

は,田 代ら5)も 同意見である.Bleomycinに 関 して

は皮膚癌と違い,一 般的にその効果は少いとされ,そ

の理由として組織型でなく扁平上皮癌の発生母地に影

響されるとしている11).

自験例における治療法は進行症例が多 く膀胱全摘が

7例 と約半数をしめ,さ らに手術不能にて尿路変更の

みが5例 もあ り,こ のように発見時進行癌が多いこと

も膀胱扁平上皮癌の一特徴といえる.化 学療法,放 射

線療法は症例が少ないため自験例では論述できない,

生存率に関 しては里見ら4〕が3年 生存率21.9%,5

年生存率7.2%,田 代 ら5)が3年40.2%,5年24・7%

とのぺ 自験例は田代ら5)の 報告とにている.外 国では

5年 生存率7.4～48%と 報告7・8・10・12)されてお り,や

は り概 して本邦の報告と同様予後が悪い.

以上当教室における成績ならびに文献的報告をのべ

たが予後の悪い要因としては膀胱扁平上皮癌は乳頭状

有茎性でなく広茎性に発育増殖するため血尿が少なく

初発症状の出現が遅 く進行状態で発見されることと腫

瘍の成長が早いことがあげられる.

結 語

1964～1982年 までの19年 間に当教室で経験した膀胱
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扁平上皮癌患者15名 につきその臨床統計を報告した.
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